
平成 2  8 年　   　月　 　            日　　               10:00 〜 16:00

玉 穂 総 合 会 館 　多目的室・多目的ホール
      　    　　　   　　 （中央市下河東 620  Tel.055-274-1116）　

■ 問合せ／申込み
　　　 1 月 15 日（金）までに、Fax または e-mail で、下記申込書にて、
　　　 次のどちらかにお申し込みください。
　　 　　●中央市政策秘書課（中央市国際交流協会）
　　 　　　　　　Tel. 055-274-8512 / Fax. 055-274-7130　　 
　　　 　●（公財）山梨県国際交流協会
 　　　　　　　　Tel. 055-228-5419 / Fax.055-228-5473 / webmaster@yia.or.jp

■ 主催　中央市、中央市国際交流協会、山梨県ボランティア協会、　（公財）山梨県国際交流協会

 「災害時における外国人支援」　

災害時通訳ボランティアセミナー

■ 定員　３０名　（参加無料）

■ 対象  外国人を雇用する方や外国人が働く企業に勤務している方、外国人に
　　　　係わりの多い方など、どなたでも参加できます。
　　　　お気軽にお申し込みください。
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■ 協力　災害・防災ボランティア未来会、中央市社会福祉協議会
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申込先：中央市政策秘書課（中央市国際交流協会） Fax. 055-274-7130 または （公財）山梨県国際交流協会 Fax. 055-228-5473

   講師／ 多文化共生マネージャー全国協議会理事
     　　 　　                    　　　　　高 橋 伸 行  氏 

参　加　申　込　書

氏　　名
□　女

〒 　 　 　      ー

TEL/FAX

□会社員　□公務員 　□教員　□団体職員　□自営業　□主婦　□学生・留学生　□無職     □その他（　　　　　　                                　　）

セミナー受講のきっ
かけおよび、外国人
とのかかわりについ
てについて

□行政や支援団体等に所属し、災害時における課題について検討したい　□外国人を雇用している、または外国人が働く企業に勤務している        
□外国人が地域に住んでいる 　   □外国人の友人、知人がいる　  □外国人と交流はないが、災害時における支 援について知りたい　
□その他（　　　　　　　                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　          ）　       

【第一 部】10:00 〜 11:45
　 講義「災害時における外国人支援」

【第二 部】  12:00 〜 16:00　
　外国人住民のための「避難所体験」
  　● 炊き出しによる非常食の試食、起震車体験
　  ●「災害現場から学ぶこと」、「中央市の防災対策」（中央市ほか）
      ●「きずの手当、搬送法」（日本赤十字社 山梨県支部）
  　● 災害時ボランティアの実践練習   ほか　

大規模災害に備えて、共に考えてみませんか

公益財団法人 山梨県国際交流協会    Yamanashi international Association   
〒 400-0035　甲府市飯田 2-2-3　Tel. 055-228-5419　Fax.055-228-5473

　県立国際交流センター指定管理者　http://www.yia.or.jp    e-mail  webmaster@yia.or.jp

　大地震などの大規模災害では、日本人だけでなく外国人住民も被災者
となります。
　山梨県内に在住する外国人住民は現在、約 14,000 人。災害時において、
言葉の壁や心の壁により災害弱者になりがちな外国人の状況について考
えるとともに、同じ地域に住む住民としてできるボランティアの役割に
ついて学びます。
　第二部の「外国人住民のための『避難所体験』」では、外国人住民の皆
さんと共に非常食の試食や起震車の体験を行いながら、ボランティアの
実践練習を行います。


